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※�当日は JR沼津駅南口から無料送迎バスを運行します（往路９時〜 １０ 時、復路 13 時〜 １４
時 ２０ 分）。復路は「ぬまづ港の街B

バ ル

AR」開催のため沼津港経由で沼津駅に向かいます。
　また、長浜・三津会場間は無料シャトルバスで移動できます（随時運行）。

　長浜城跡と内浦漁港を会場に、「長浜城」、「水軍」、「北条」をテーマとした歴史イ
ベントを開催します。

第４回長浜城北条水軍まつり

と　き　５月 ２６ 日㈯、8時〜 14 時　　ところ　長浜会場（長浜城跡）、三津会場（内浦漁港）

時　間　
◆火縄銃演舞

◆甲
かっちゅう

冑隊による演劇「駿河湾海戦」
　武田・北条両海軍間で駿河湾を舞台に
行われた「駿河湾海戦」の演劇です。
時　間　13 時から

◆火縄銃演武
　迫力のある火縄銃の実射です。
時　間　① 10時 40 分から② 11 時 10 分から
　　　　③ 12時 10 分から④ 13 時 40 分から

　燦
さん さ ん

々ぬまづ大使の松本弥生さんとレイ
ザーラモンを大将役に長浜会場から三津
会場へ海上パレードを行います。
時　間　① １１ 時 30 分　レイザーラモン
　　　　② １２ 時 30 分　松本弥生

　三　津　会　場　

◆奥するが湾日曜市・物産販売
　新鮮な魚や干物、地元でとれた野菜や
みかん等を販売します。
時　間　8時〜14時（物産出店は10時から）

◆各種イベント
時　間　10 時から
・和楽器操り団「音

おと ざ ん ま い

三昧」による演奏
・歴史好き芸人によるトークショー
・三津睦会による御

お み こ し

神輿
・甲冑芝居・殺

た て

陣などのステージ　など

海上パレードを行います

レイザーラモン松本弥生

司会はこの人
　ステージは静岡
県住みます芸人の
ヌマンズが司会で
盛り上げます‼︎

　長　浜　会　場　
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明治史料館

文化振興課
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◆イベント
・開会式　１０ 時から
・沼津茶新茶の提供　１０ 時から
・神

み こ し

輿かつぎ　１０ 時 ３０ 分から２回
・もちつき、もちの無料配布　10 時 15 分から
・とん汁の無料配布　11 時 ２０ 分から
※新茶・もち・とん汁は数に限りがあります。
※環境に配慮し、使い捨ての紙皿等は使い
　ません。箸や容器は各自ご持参下さい。

と　き　5月 1３ 日㈰、10 時〜 1３ 時
　　　　（開館時間は9時〜 16 時 30 分）
ところ　明治史料館
※当日は、観覧料は無料です。
※公共交通機関をご利用下さい。

◆体験
・昔のあそび（竹馬・めん
こ等）、房

ふ さ よ う じ

楊枝作り
時　間　10 時〜 1３ 時

　ぬまづの宝100選にも選ばれた郷土の偉人、江原素六の功績を
たたえ、楽しく学ぶ「そろくまつり」を開催します。地元の皆さん
による催しや発表などもありますので、ぜひお越し下さい。

◆マンドリン演奏
　金岡マンドリンクラブが、童謡や懐メロ
を演奏します。
時　間　�� 時 �� 分から

◆江原素六学習発表
・沢田・金岡小学校
時　間　10 時 １0 分から

　金岡・沢田・門池・開北小学校の児童
による江原素六学習の成果を展示してい
ます。
と　き　5月 13 日㈰まで

展示コーナー「江原素六学習展
〜子どもたちが見た江原素六〜」

席 流　派

① 東海流
② 宗徧流
③ 裏千家淡交会東静支部
④ 煎茶　黄檗　弘風流
⑤ 表千家
⑥ 裏千家淡交会沼津支部�
⑦ 大日本茶道学会

　初夏の日差しの中、茶道７流派による野だてが行われます。茶
道の経験がある人もない人も、どなたでもご参加いただけます。
風情ある茶会をお楽しみ下さい。

と　き　５月 13 日㈰、１０ 時〜 １４ 時 45 分
　　　　（受け付けは １４ 時 ３０ 分まで）
ところ　沼津御用邸記念公園
　　　　（茶席は下図をご覧下さい）
茶席券　６００ 円（２席分）
持ち物　懐紙、菓子切り（黒文字）
※�雨天の場合は、東附属邸内で行います。
※�沼津御用邸記念公園の入園料（団体料金相当の
大人 60 円、小・中学生 30 円）が必要です。
※駐車料金は無料です（普通車のみ）。

歴史民俗資料館

西附属邸

主馬
一般用入園門

※どちらの門からも
　入園できます。

1
234

5
6 7

茶
道
７
流
派
に
よ
る

「
ぬ
ま
づ
茶
会
」に
お
越
し
下
さ
い　

本邸正門
⇦東附属邸


